
平成２４年度 第２回
九州地方整備局 事業評価監視委員会

①事業採択後３年経過して未着工の事業

②事業採択後５年経過して継続中の事業

③着工準備費又は実施計画調査費の予算
化後３年経過した事業

④再評価実施後３年経過した事業

⑤社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の
必要が生じた事業
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国道10号 白浜拡幅
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１．目的・事業概要・これまでの経緯

◆目的
・白浜拡幅は国道10号の交通混雑の緩和や交通安全性の向上等に寄与する道路である。

◆事業概要
・本事業は完成４車線の拡幅事業である。 【本資料 道路-2-2】

▲路線概要図
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【本資料 道路-2-2】

計画延長 Ｌ= 7.3km

幅 員 Ｗ= 20.25m（4車線）

計画交通量
(H42)

①43,600台/日
②27,100台/日

平成19年度 事業化

平成20年

～24年度

道路構造等検討、
環境調査、
用地買収促進

▼事業経緯
【本資料 道路-2-19】

※事業進捗率：約 4%(事業費ベース)
※用地進捗率：約34%(事業費ベース)

【本資料 道路-2-2】

▲標準横断図

(単位：m)



写真③
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白浜拡幅 Ｌ=７.３km

鹿児島市
姶良市

H27年度
供用目標

L=0.3km

2車線区間

L=3.4km

２．事業の効果・必要性（交通混雑の緩和）

【本資料 道路-2-10】

○白浜拡幅の区間では通勤通学時等による慢性的な交通混雑が発生している。
○白浜拡幅の整備は、慢性的な交通混雑の緩和に寄与する。
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旅行速度(km/h)

※民間プローブより集計。現況は白浜拡幅2車線区間、
将来は供用済み拡幅区間の実績に基づく推計値。

▲旅行速度の変化

速度
向上

▲白浜拡幅区間の通過時間の変化

約５分
短縮

※民間プローブより集計。現況は白浜拡幅区間全体の旅行速
度で集計。将来は供用済み拡幅区間の実績に基づく推計値。

写真①

▲約1,500mの渋滞

▲約300mの渋滞

写真②

※調査日：H24.6.25、時間帯：朝ピーク時7時台

写真③

▲4車線供用済み区間

写真①

信号による
渋滞：400m 旧道との合流部での

渋滞：1,500m

車線減少による
渋滞：300m

写真②
写真③
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２．事業の効果・必要性（社会情勢等の変化）

○沿線地域の人口、交通量、自動車保有台数は前回評価(H21)以降も大きな変化はなく、依然として
事業の必要性は高い。

【本資料 道路-2-3、8、9】

【自動車保有台数】

・自動車保有台数は前回
評価(H21)以降横這いで
ある。

【人 口】

・鹿児島市、姶良市の人
口は、前回評価(H21)以
降横這いである。

【交通量】

・国道10号の交通量に大
きな変化はない。

▲鹿児島市、姶良市の人口の変化

資料：国勢調査

▲鹿児島市、姶良市の自動車保有台数の変化

資料：国勢調査【世帯数】
資料：「市町村別自動車保有車両数」(財)自動車検査

登録協力会、市町村別軽自動車車両数」(社)全
国自動車協会連合会【自動車保有台数】

前回評価
(H21年度)

前回評価
(H21年度)

前回評価
(H21年度)

▲ 国道10号(鹿児島市吉野町)の
交通量の変化

資料：交通量は道路交通センサス
混雑度は事務所調査結果
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鹿児島市
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H27年度
供用目標
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2車線区間
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大崎地区 白浜地区

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

(予定)

平成26年度
(予定)

平成27年度
(予定)

３．事業の進捗状況

○事業化以降、道路構造等の検討を行い、現在、用地買収促進中。
○大崎地区については平成25年度より工事に着手し、平成27年度供用予定である。また、白浜地区に

おいても早期供用に向け、引き続き事業を促進する。

【本資料 道路-2-19】

■事業の進捗状況

平成27年度の供用予定箇所

国道10号

JR

路線測量道路予備設計

用地買収

道路詳細設計

供用開始

工事

道路詳細設計

ＪＲ近接施工協議

環境調査

環境調査

埋立申請

環境省協議

ＪＲ近接施工協議

用地買収

(大崎地区)
(白浜地区)

：拡幅箇所

環境省協議

埋立申請
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◆事業費の変動と主な要因

４．前回評価からの変化（事業費）

【本資料 道路-2-18、20】

※上段：単純合計(税込み) 下段：現在価値化後
(注1)：前回評価時における維持管理費は、２車線と４車線で単価差はなかった。そのため、現道拡幅による整備が行われる

場合と行われない場合の差はゼロとなっている。

項 目

前回評価
(H21年度)

今回評価
(H24年度)

主な変動要因

残事業 全事業 残事業 全事業

事業費
約 ５６億円

（約 ４１.１１億円）
約 ５７億円

（約 ４２.０３億円）
約 ５４億円

（約 ４０.１９億円）
約 ５７億円

（約 ４３.５３億円） ①維持管理費の考

え方の変更によ

る増(注1)

②基準年の変更

（Ｈ21→Ｈ24）

による増

維持
管理費

約 ０億円
（約 ０.００億円）

約 ０億円
（約 ０.００億円）

約 ２３億円
（約 ７.３３億円）

約 ２３億円
（約 ７.３３億円）

合 計
約 ５６億円

（約 ４１億円）
約 ５７億円

（約 ４２億円）
約 ７７億円

（約 ４８億円）
約 ８０億円

（約 ５１億円）
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◆便益の変動と主な要因

４．前回評価からの変化（便益）

【本資料 道路-2-18、20】

※現在価値化後の便益

項 目
前回評価

(H21年度)
今回評価
(H24年度)

主な変動要因

残事業 約 １２３億円 約 １８９億円
①大崎地区の供用年次の変更

（H33→H27）による増

②基準年の変更
（H21→H24）による増

全事業 約 １２３億円 約 １８９億円



7

◆Ｂ／Ｃの変化

４．前回評価からの変化（Ｂ／Ｃ）

【本資料 道路-2-18、20】

※〔 〕書き上段：現在価値化後の便益、下段：現在価値化後の事業費（維持管理費を含む）

項 目
前回評価

(Ｈ21年度)
今回評価

(Ｈ24年度) 備 考

残事業 ３.０＝ ４.０ ＝

・走行時間短縮便益：162億円
・走行経費減少便益： 22億円
・交通事故減少便益： 3.7億円

計： 189億円

全事業 ２.９ ＝ ３.７ ＝

・走行時間短縮便益：162億円
・走行経費減少便益： 22億円
・交通事故減少便益： 3.7億円

計： 189億円

１２３億円

４１億円

１２３億円

４２億円

１８９億円

４８億円

１８９億円

５１億円

※Ｂ／Ｃ算定上の仮定：Ｈ３３年度全線完成供用
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５．対応方針（原案）

【本資料 道路-2-23】

○白浜拡幅は、姶良市脇元から鹿児島市吉野町字上ノ村に至る
延長約7.3kmの現道拡幅事業であり、交通混雑の緩和や交通
安全の確保等を目的として整備されるものである。

○費用対効果についても十分高い事業である。

○事業進捗率は、事業費ベースで約4%[約2億円/約57億円](平
成23年度末)であり、そのうち用地進捗率は約34％[約0.49
億円/約1.44億円]となっており、平成２７年度には、
L=0.3km区間の供用を予定している。

○なお、鹿児島県、鹿児島市及び姶良市が地元協議の連絡調整
を行うなど地元自治体等からの協力体制も確立していること
から、今後の円滑な事業執行が可能である。

○よって、当該事業の完成供用に向けて事業を継続することとし
たい。


